



















































































　 地 球 懇 が 発 表 し た 報 告 書 を ふ ま え て， 国 連 環 境 計 画（United Nations 
Environment Programme: UNEP）管理理事会特別会合11にて行った日本政府の
提案が，国連の特別委員会である「環境と開発に関する世界委員会」（World 





























































興基が記したものをあげることができる（田中 1981, 1982; 中島 1981, 17）。一方，
学術的な文献のなかで，1980年から1982年に至る初期の地球懇について言及し
ているものはわずかである。宮田（2011, 135-138）は，1980年に発表された地
































8-14）以外にはわずかであり，川名（2016, 1），Ohta（1995, 143），江澤（2006a, 






















しており，その内容は江澤（2006a, 78-79; 2006b, 234）に収められている。
20　たとえば，宮本（2014），新嶋（2015），伊藤（2016），小堀（2017ａ）を参照。なお，小堀（2017a）
は横浜市の飛鳥田市政における公害対策と自然保護の対立の実態を明らかにしている。

























































































































































そのような時期に刊行されたのが，『西暦2000年の地球（原題: The Global 2000 
Report to the President）』であった。同書は，カーター大統領の命を受け，ホワイト


































































































































































































































































































































































球懇（1982）」と称する。なお，英訳されたその報告書はAd Hoc Group on Global Envi ron-
mental Problems（1982）である。
56　原文兵衛の環境庁長官在任期間は，1981年11月30日から1982年11月27日である。














































































































































































































































































































































































































































































Ad Hoc Group on Global Environmental Problems. 1980. Basic Directions in Coping with Global 
Environmental Problems, December 20.
Ad Hoc Group on Global Environmental Problems. 1982. International Cooperation in Coping with 
Global Environmental Problems: Commemorating the 10th Anniversary of the U.N. Conference 
on the Human Environment, April 8. 
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